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サービスの特徴を踏まえた理念の明
確化

1 当該サービスの特徴である「利用者等の
在宅生活の継続」と「心身の機能の維持
回復」を実現するため、事業所独自の理
念を掲げている

〇

面談スペースに掲示
している。

2 管理者と職員は、当該サービスの特徴お
よび事業所の理念について、その内容を
十分に認識している

〇

事務所内に掲示して、
都度事業方針を意識
できるようにしている。

3 運営者は、専門技術（アセスメント、随時
対応時のオペレーターの判断能力など）
の向上のため、職員を育成するための具
体的な仕組みの構築や、法人内外の研
修を受ける機会等を確保している

〇

定期巡回事業者団体
の合同研修等に参加
して、様々な知識を
向上するための機会
を確保している。

4 管理者は、サービス提供時の職員の配
置等を検討する際、職員の能力が最大
限に発揮され、能力開発が促されるよう
配慮している

〇

個々の保有資格や経
験等を踏まえたサー
ビスを提供できるよう
配慮。

介護職・看護職間の相互理解を深め
るための機会の確保

5 介護職・看護職の間で、利用者等の特
性・状況に係る相互の理解・認識の共有
のための機会が、十分に確保されている

〇

介護・看護スタッフとの
月１回のミーティングを
開催している。

組織マネジメントの取り組み 6 利用者等の特性に応じた柔軟なサービス
を提供するため、最適且つ柔軟な人材配
置（業務・シフトの工夫）を行っている

〇
在宅において、利用者
の心身状況に沿った
職員配置を実施。

介護・医療連携推進会議で得られた
意見等の適切な反映

7 介護・医療連携推進会議を適時適切に
開催すると共に、得られた要望、助言等
（サービスの過少供給に対する指摘、改
善策の提案等）を、サービスの提供等に
適切に反映させている

〇

会議の参加者のご意見
を謙虚に受け止めて、
地域展開時に活かす
よう努めている。

Ⅰ　構造評価 （Structure）　［適切な事業運営］
（１） 理念の明確化

（２） 適切な人材の育成
専門技術の向上のための取り組み

令和７年度　自己評価・外部評価　評価表
事業所名 かざぐるま定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所

タイトル
項目
番号

項目

自己評価

外部評価コメント

実施状況

コメント


